
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年（2026年）３月 北海道教育庁学校教育局高校教育課 

マイスター・ハイスクール普及促進事業 

「北の専門高校 ONE-TEAMプロジェクト」 

令和７年度（2025年度） 

成 果 報 告 書 

～専門高校とは～ 

   職業教育を主とする学科を設置する高校を「専門高校」といい、 

本道には７つの学科の専門高校が設置されています。  



 

 

       高校と産業界が共に歩む「未来を切り拓く人づくり」  

 

北海道教育庁学校教育局指導担当局長 山 城 宏 一  

 

 
「北の専門高校 ONE-TEAMプロジェクト」は、専門高校と産業界との持続可能な連携体制の構築

や、専門高校がもつ価値や魅力の発信を目的とした昨年度からの２か年事業です。高校教育課に

配置した産学連携コーディネーターを中心として、これまでに、専門高校同士が学科の垣根を越

えて連携する「横」のつながりと、専門高校と企業・中学校等が連携・協働する「縦」のつながり

の２つの視点で様々な取組を進めてきました。 

 

最終年度である本年度は、こうした取組の成果を各校の教育活動の中に根付かせる重要な一年

と捉えており、道内４圏域に配置した拠点校の協力を得ながら、専門高校が形成してきた産学連

携のノウハウや生徒の変容等の成果に加え、専門高校がもつ魅力や可能性を広く普及・啓発して

きました。 

 

とりわけ、生徒や教員、産業界関係者が集うイベントには、全道各地から多くの皆様に御参加

いただけたことで、参加者はそれぞれのニーズを理解し、産学連携の具体をイメージするなど、

大変意義のある交流機会を創出できたと考えております。 

 

生徒のアンケート結果には、「企業の方が積極的に動いており、若者に対する期待や熱意が特に

印象に残った」や「企業の方の話を聞いて、専門高校で学んでいる自分には大きな将来性がある

ことを実感した」など、大変嬉しい感想が数多く寄せられております。 

 

専門高校で学ぶ生徒には、こうした産学連携の学びを通じて、確かな専門性と実践力を基盤に、

変化の激しい社会や産業構造の中でも主体的に学び続け、地域や産業の未来を切り拓く存在へ成

長されていくことを強く期待しております。 

 

一方で、こうした連携を学校や産業界の皆様の努力のみに委ねるのではなく、全体を俯瞰して

方向性を示し継続的に支えていくことは、教育行政としての重要な責務です。そのため、北海道

教育委員会といたしましては、本プロジェクトにおける取組を一過性として終わらせることなく、

得られた成果や課題を丁寧に整理・共有し、産業界・関係機関との対話を一層深め、専門高校と

産業界が「一緒に人を育てていく」という意識を醸成し続けながら、連携が持続化していく環境

づくりに、主体的かつ継続的に取り組んでまいります。 

 

結びになりますが、本プロジェクトに際し、御支援・御協力をいただきました皆様に深く感謝

申し上げますとともに、学校や産業界、経済団体など、本道産業教育に関係する多くの皆様に本

報告書を御高覧いただき、今後の本道産業教育の充実・発展のため、貴重な御意見や御助言をい

ただければ幸甚に存じます。 

 

 



 

「一緒に学ぶ姿勢」が大切な産学連携の実現 

 

            北海道教育庁学校教育局高校教育課 

産学連携コーディネーター 月 館 海 斗   

 

令和６年度に始動した「北の専門高校 ONE-TEAMプロジェクト」は、産学連携の可能性を広

げる試みとして、日々が学びの連続であり、答えのない中での模索や学校現場との対話を通 

して取り組んできた２年間でした。 

 

プロジェクト１年目である令和６年度は、専門高校の生徒、教員、産業界の関係者が一堂

に会する「産学連携シンポジウム」などのイベントを札幌市内で開催しました。こうしたイ

ベントでは、参加者が立場や役職を越えて率直に語り合う姿が印象的であり、「お互いの肩 

書きを越えて共創するからこそ、イノベーションが生まれる」ことを実感しました。 

また、中高生向けに制作したガイドブックでは、専門高校卒業生の生の声を通じて、北海 

道の魅力ある産業に加え、専門高校の価値や魅力を広く発信することができました。 

 

２年目となる本年度は、前年度に培った実践知を４つの拠点校が引き継ぎ、道内全域へと

展開していく“成果の普及年”として活動しました。道内４圏域で開催したイベント「ONE- 

TEAMフォーラム」では、実際の出前授業を見学した上で協議を行い、産学連携の具体的なイ

メージを参加者全体で共有しました。 

また、旅費や謝金等が不要で出前授業等の連携が可能な「産業実務家教員リスト」の運用

を開始し、各学校が主体的に産業界とつながるための後押しを行ってきました。 

 

本プロジェクトが始動する際、学校や企業の方々から声を聞くと、「産学連携を進めていき 

たいが、接点をもつ機会が少ない」との意見が寄せられていました。こうした中、これまで

の２年間で実施した学校や産業界関係者を対象としたアンケートの結果を見ると、シンポジ

ウムでのディスカッションやフォーラムでの学校見学等を通して、相互に「理解が深まった」

という肯定的な声が数多く寄せられました。 

 

この２年間の活動を通じて、私が最も強く感じているのは、学校と産業界の接点において

は「一緒に学ぶ姿勢」が何よりも大切であるということです。形式的な連携や「教える側・教

えられる側」といった一方向の関係ではなく、学校と企業が一体となって「一緒に人を育て

ていく」、そして、大人たち自身も生徒たちと「一緒に学ぶ」という意識をもつことが、真の

信頼関係を生み、サステナブルな産学連携へとつながっていくのではないでしょうか。 

 

終わりになりますが、本プロジェクトの成果は、関係各位の御尽力と御協力の賜物であり、

心より感謝申し上げます。本プロジェクトを通じて生まれた、専門高校を取り巻く人々によ 

る「一緒に学ぶ」という温かい関係性が各地域に根差し、これからの北海道を支える人材育

成の礎となることを心から願っています。 
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１ 事業の概要 

(1) 事業名 

北の専門高校 ONE-TEAMプロジェクト 

(2) 実施期間 

令和６年度（2024年度）から令和７年度（2025年度）の２年間 

(3) 令和７年度拠点校 

北海道小樽水産高等学校（道央）、北海道室蘭工業高等学校（道南） 

北海道旭川商業高等学校（道北）、北海道更別農業高等学校（道東） 

 (4) 事業内容 

次世代半導体製造拠点の立地や洋上風力発電の導入など、産業構造が大きく変化している 

中、北海道教育委員会に産学連携コーディネーターを配置し、マイスター・ハイスクール事 

業の指定校における産学連携による教育実践を踏まえ、地域創生を担う産業人材を育成して 

いる専門高校と産業界をつなぎ、産学連携を強化するとともに、専門高校の価値や魅力を広 

く発信し、魅力ある北海道を創る人材育成を推進する。 

 (5) 事業運営体制 

 ア 管理機関（北海道教育委員会） 

高校教育課に産学連携コーディネーターを配置するとともに、経済団体、自治体、教育 

機関等の有識者で構成し、産学連携に係る課題解決に向けた協議等を行う事業運営委員会 

「ONE-TEAM コミッティ」を設置し、静内農業高校がマイスター・ハイスクール事業で取 

り組んできた地方公共団体や産業界と連携・協働体制を整える中で得たノウハウを、道内 

の専門高校に広く発信する。 

  イ 産学連携コーディネーター 

  産学連携シンポジウム等の各種イベントの開催や、本事業の取組を紹介した学校や産業 

界向けの通信の発行などを通じて、学科の特性に応じて、専門高校と産業界等を人的につ 

なげる。 

 ウ ONE-TEAMコミッティ 

有識者 11名で構成し、本プロジェクトの円滑な推進に向けて、専門高校の視察や産学連 

携に関する協議を行い、専門的見地から指導・助言を行う。 

(6) 連携体制を構築する産業分野 

６次産業（農業、商業、水産）、半導体関連（工業）、洋上風力発電（工業、水産）、 

観光 DX（商業）、スマート農業（農業）、スマート水産業（水産）など 

 (7) 連携する関係機関等 

・北海道経済連合会 

・公益財団法人北海道科学技術総合振興センター 

・一般社団法人北海道農産協会 

・北海道産業教育審議会 ほか 

 (8) 公式ロゴマーク 

本事業の取組を、効果的かつ幅広く産業界に周知するため、右 

に示した公式ロゴマークを制作した。中央の７つの★は、本道に 

設置している７つの職業学科（農業、工業、商業、水産、家庭、 

看護、福祉）を表している。 

 

  

【図１】公式ロゴマーク 
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２ 事業概要図 

【図２－１】令和７年度事業概要図（１ページ目／全２ページ） 
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 【図２－２】令和７年度事業概要図（２ページ目／全２ページ） 
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３ 事業内容 

 (1) イベント 

  ア 拠点校ミーティング［令和７年４月 28日（月）開催］ 

拠点校４校の教頭と担当教諭が、本プロジェクトにおける今年度の取組の概要等につい 

て理解を深めるとともに、専門高校と産業界等との連携を推進する上での共通認識を図る 

ことを目的として開催した。  

北海道教育委員会による今年度の事業計画の説明、拠点校による産学連携に係る取組の 

紹介のほか、各圏域で開催する産学連携シンポジウムの実施に向けた打合せなどを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆説明①「令和７年度の事業計画及び拠点校の役割について」 

【主な内容】 

○ 本事業の目的は、専門高校と産業界をつなぎ、産学連携を強化するとともに、専 

 門高校の価値や魅力を広く発信し、魅力ある北海道を創る人材を育成すること。 

  ○ 拠点校の役割は、各圏域で開催するイベントにおける協力のほか、産学連携によ 

る好事例や成果の発信など。 

◆説明②「産学連携シンポジウムの基本構想について」 

【主な内容】 

○ 令和６年度に札幌市内で開催した産学連携シンポジウム・産学連携カンファレン 

スでは、産業界と学校はもとより、学科間の交流の重要性等について確認できた。 

（成果等については 、令和６年度 ONE-TEAMニュース第３号及び第６号を参照） 

○ 今年度の産学連携シンポジウムでは、学校・企業による好事例の発表やパネルデ 

ィスカッションのほか、学科の垣根を越えた協議の場を設定する予定である。 

◆発表「各拠点校における産学が連携した特徴的な取組」 

【主な内容】 

産学連携コーディネーターの進行によって、各拠点校から産学連携に係る自校の取組 

や、学校・学科の垣根を越えた連携事例について発表を行った。 

（各拠点校における取組の詳細は、25ページの ONE-TEAMニュース第１号を参照） 

◆協議「産学連携の推進に向けて」 

【主な内容】 

産学連携における課題点や、連携を推進する上でのポイントとして、現状では、担当 

教諭と企業の属人的な連携となっているケースが多く、学校として持続可能な連携の形 

を構築することや、産業界と学校が互いに Win-Winの関係を構築することの重要性など 

を共有した。 

ミーティングの様子 
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 イ 産学連携シンポジウム［令和７年７月開催：４会場］ 

    専門高校の教員と産業界関係者が、産学連携の意義や方法等について理解を深めること 

   を目的に道内４会場で開催し、教員、産業界関係者、生徒それぞれの代表が、産学連携の 

事例や成果等について発表を行った上で、参加者によるグループ協議を行った。 

４会場合わせて 194名（教員 93名、産業界関係者 85名、生徒 16名）が参加した。 

（各会場における実施状況の詳細は、31ページの ONE-TEAMニュース第４号を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参加者の主な感想 

【高校教員】 

○ 非常に意義のある取組であった。今後もこうしたイベントに参加して、より多く 

の企業の方と情報交換したい。（道北） 

○ 課題研究における学科間で連携した取組は、単年度で完結することが難しいと感 

じた。どういったことができるのかは分からないが、生徒が達成感を得られる取組 

ができるのであれば取り組んでみたい。（道北） 

○ 色々な業種の企業の方や他の専門高校の先生方と交流ができて、大変勉強になる 

時間だった。（道央） 

○ 企業側の困りごとを聞けて、非常に参考になる取組だった。（道東） 

○ 多くの研修では教員同士の協議が多い中、今回のシンポジウムでは企業からの参 

加者が半数近くいた。企業が学校に対してどのようなことを望んでいるか直に聞く

ことができて、とても有意義なシンポジウムであった。（道南） 

○ 生徒を含めたパネルディスカッションは非常に刺激になった。（道南） 

    【産業界関係者】 

○ 道北エリアでも産学連携を広げたいと感じた。（道北） 

○ 新たに DX の分野で専門高校と連携していきたいと思う。折角の機会なのでもっ 

と多くの先生方と意見交換したかった。（道央） 

○ この産学連携シンポジウムを通じて、今後のよりよい産学連携に向けて、見直し 

をしていかなければならない部分があると感じた。（道南） 

【生徒】 

○ 生徒の立場からすると、インターンシップの際の学校側と企業側の連携の仕方を 

見直してほしい。また、教師が転勤する際の企業との引継ぎの仕方を考えてほしい

と思った。（道北） 

○ パネリストと発表者の立場で、このシンポジウムに参加できてよかった。自分自 

身が実現したい未来について自由に発言できる機会というのはなかなか無く、学科

間での交流も同時に行えたので、とても貴重な経験ができた。（道東） 

道央（札幌市）：７月 23 日 

道北（旭川市）：７月 16 日 

道東（帯広市）：７月 24 日 
道南（室蘭市）：７月 25 日 
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【図３－１】チラシ（道北） 【図３－２】チラシ（道央） 

【図３－３】チラシ（道東） 【図３－４】チラシ（道南） 
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 ウ ONE-TEAMフォーラム［令和７年 10月開催：４会場］ 

    専門高校の教員や産業界関係者が、産学連携の意義や方法等について理解を深めること 

を目的として拠点校を会場に開催し、参加者は出前授業の見学を通じて、産学連携の具体 

や生徒の変容などのイメージを描いた上でグループ協議を行った。 

４会場合わせて 143名（教員 94名、産業界関係者 49名）が参加した。 

（各会場の実施状況の詳細は、８ページ以降のフォーラムレポートを参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参加者の主な感想 

【高校教員】 

○ 教育委員会・企業・大学が同じ場で意見交換し、地域・教育・産業界が一体とな 

 った議論ができた点は非常に有意義だった。一方で、現状の課題が多岐にわたり、 

 解決への道筋がまだ見えにくいと感じた。また、人手不足や地元離れ、企業と学校 

 との情報ギャップなどの課題は共有されたものの、具体的な解決の仕組みについて 

 は今後の検討が必要だと感じた。（道南） 

○ 学校間での情報共有の機会がさらに増えると、他校の取組を参考にしやすくなる 

と思う。また、教員同士の交流や意見交換の場を増やすことで、より実践的な連携 

が進むと感じた。（道東）  

○ 各校の特色ある取組を知ることができ大変参考になった。今後もこうした機会を 

 通じて、学校・地域・産業界が一体となった人材育成を進めていきたい。（道東） 

    【産業界関係者】 

○ 企業側の参加者が少ないので、もう少し周知の方法に工夫が必要なのかなと思っ 

た。（道南） 

○ 非常に素晴らしいフォーラムであり、関係者の理念を感じた。（道央） 

【経済団体関係者】 

○ 産業界と学校がつながる機会の創出が大切であり、専門高校の魅力を多くの人に 

 深く知ってもらう機会として、このプロジェクトはとても重要だと思う。（道南） 

道央（小樽水産高校）：10 月 28 日 

道北（旭川商業高校）：10 月 24 日 

道東（更別農業高校）：10 月 31 日 道南（室蘭工業高校）：10 月 15 日 

出前授業を見学する参加者（旭川商業高校） ドローンを用いた出前授業（更別農業高校） 
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【図４－１】フォーラムレポート（道南） 
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 【図４－２】フォーラムレポート（道北） 
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 【図４－３】フォーラムレポート（道央） 
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 【図４－４】フォーラムレポート（道東） 
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プロジェクト２年目となる本年度は、道内４圏域で「産学連携シンポジウム」と「ONE-TEAM

フォーラム」といった２つのイベントを開催した。 

両イベントにおける参加者アンケートの結果を比較すると、拠点校を会場として開催し、参加

者が出前授業を見学するなどして生徒の活動に触れた「ONE-TEAMフォーラム」の方が、満足度・ 

充実度が高いことが分かった。（図５－１及び図５－２を参照） 

この要因として、参加者が実際に出前授業を見学したことで、産学連携を身近に感じられたこ

とや、具体的な連携のイメージを描けたことなどがアンケートの記述等から読み取れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「産学連携シンポジウム」と「ONE-TEAMフォーラム」の比較・分析 
～満足度・充実度に関する参加者アンケートの結果から～ 

 

【図５－２】ONE-TEAMフォーラムにおける満足度・充実度（アンケート結果） 

【図５－１】産学連携シンポジウムにおける満足度・充実度（アンケート結果） 

 

７％上昇 
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エ 専門高校魅力発見ミーティング［令和７年７月 10日（木）開催］ 

    中学校教員や中学生保護者の専門高校に関する理解を深めるため、指導主事が７つの職 

業学科の特徴を説明するとともに、産学連携コーディネーターのファシリテートにより専 

門高校の在校生と卒業生がトークセッションを行うオンラインイベントを開催した。 

 さらに、中学生を含めた関係者がいつでも自由にミーティングの様子を見られるよう、 

ミーティング終了後には YouTubeによるオンデマンド配信を行い、現在も視聴可能である。 

 

  

【図６】チラシ（専門高校魅力発見ミーティング） 

【図７】チラシ（専門高校魅力発見ミーティング：オンデマンド配信の案内） 
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オ 高校生チャレンジ in どさんこプラザ［令和７年 12月５日（金）、６日（土）開催］ 

  農業・商業・水産科の生徒が、学校や学科の垣根を越えて連携し、企業と協働で開発し 

た商品を、JR 札幌駅構内にある北海道のアンテナショップ「どさんこプラザ札幌店」で 

販売し、６次産業化を学ぶ機会を創出した。 

 

◆事前情報交換会 

11月 20日（木）には参加校による事前情報交換会を行い、北海道教育委員会が作成した 

チラシやポスターの内容について共有した。また、販売協力校の生徒が全ての商品につい 

てお客様にしっかりと説明できるよう、商品提供校の生徒から、商品の PRポイントなどの 

説明を行い、情報交換を行った。 

 

【商品提供校】 

函館水産高校、富良野高校、下川商業高校、更別農業高校、本別高校、千歳高校 

【販売協力校】 

千歳高校、富良野高校、更別農業高校 

 

◆販売会当日 

商品の陳列や PR方法についてアイディアを出し合い、全ての商品を完売した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆事後情報交換会 

販売会の２日後、12 月８日（月）には事後情報交換会を行った。販売会を振り返り、 

参加した生徒からは、「事前に他校の商品をもっと研究すべきだった」という反省や、「商 

品のレシピなどを書いたチラシを作成するとよかった」などの改善案が出された。 

また、商品提供校の生徒からは、「昨年より価格が上がった商品を、お客様はどのよ 

うに受け止めていたか」など、当日のお客様の反応について、販売会に参加した生徒に対 

して質問するなど、積極的な交流が見られた。 

 

◆来場者の声 

当日は多くの方が来場し、生徒に向けた感想や応援の声が多数寄せられた。 

【感想の一部】 

・分かりやすい説明のおかげで商品の特徴が理解でき、購入のきっかけになった。 

・生徒の皆さんは、積極的で自発性があり素晴らしかった。 

・これからもたくさんチャレンジして、商品を開発してほしい。 

・誇りをもってこれからも頑張ってほしい。 

接客する生徒 参加生徒と教育長（中央） 
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【図８】チラシ（高校生チャレンジ in どさんこプラザ） 
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  【図９】まとめ（高校生チャレンジ in どさんこプラザ） 
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カ 専門高校ユナイテッド［令和７年 12月 10日（水）開催］ 

    地域創生を支える人材育成の充実を図るため、福井県と熊本県の教育委員会と連携し、 

専門高校の生徒や教員が、道や県の垣根を越えて、地域産業の魅力や産学連携における先 

進的な取組を理解するオンラインの交流イベントを初めて開催し、３つの道県の専門高校 

で学ぶ生徒 14名、教員 13名が参加した。 

（実施状況の詳細は、18ページの「専門高校ユナイテッド」レポートを参照） 

 

 

 

 

 

 

北海道 

福井県 

熊本県 

【図 10】専門高校ユナイテッド参加道県 

【図 11】発表資料（北海道：更別農業高校） 

【図 12】発表資料（熊本県：天草工業高校） 
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【図 13】「専門高校ユナイテッド」レポート 
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キ Ｓ７サミット（専門高校代表者会議）［令和７年 12月 15日（月）開催］ 

    ７つの職業学科（農業・工業・商業・水産・家庭・看護・福祉）の代表校長や拠点校の 

校長が、第 29 期北海道産業教育審議会建議の内容を共有し、今後の本道産業教育の在り 

方等について理解を深めることを目的にしたサミットを開催した。 

北海道産業教育審議会の委員４名（会長、副会長、中学校長、経済団体関係者）に参加 

いただき、今後の産学連携の在り方や専門高校の魅力化などについて意見を交わした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆説明 

内 容：第 29期北海道産業教育審議会建議 

「本道産業の担い手育成に資する産業教育の在り方に関する調査」について 

説明者：第 29期北海道産業教育審議会会長（小樽商科大学教授） 岡部 善平 氏 

◆情報提供 

内 容：専門高校の魅力化や産学連携に係る国の動向等について 

 説明者：北海道教育庁学校教育局高校教育課課長補佐       石田  暁 

◆意見交換 

・協議題①：建議を踏まえた北海道の産業教育の在り方について 

・協議題②（テーマ別） 

Ａ：専門高校の魅力化・魅力発信に向けて取り組むべきこと 

［進行］第 29期北海道産業教育審議会副会長（武蔵女子大学専任講師） 

 明田川 知美 氏 

Ｂ：生徒の学びを深める持続可能な産学連携に向けて取り組むべきこと 

［進行］産学連携コーディネーター          月館 海斗  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議②（テーマＡ）の様子 協議②（テーマＢ）の様子 

【図 14】Ｓ７サミットのロゴマーク サミット開会の様子 
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ク 産業実務家教員ミーティング［令和８年１月 20日（火）］ 

産業実務家教員リスト（令和６年度から募集開始）の登録企業を含む産業界等の関係者 

が、産学連携の意義や事例を共有して互いの知見を深め、専門高校における産学連携のさ 

らなる充実・発展を図ることなどを目的としたオンラインミーティングを開催し、産業界 

関係者ら 13名が参加した。（詳細は 21ページのミーティングレポートを参照） 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業界と連携した学びによる自身の変容等について発表する 

【図 16】発表資料（ニデック SVプローブ電子株式会社） 

【図 15】チラシ（産業実務家教員ミーティング） 

苫小牧工業高校の生徒（中段中央）と参加者 
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【図 17】「産業実務家教員ミーティング」ミーティングレポート 
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ケ 北の専門高校 ONE-TEAMフェスタ（成果発表会）［令和８年２月 13日（金）］ 

札幌コンベンションセンターを会場に、専門高校の価値や魅力を発信するとともに、専 

門高校を取り巻く人と人をつなげることを目的として、本プロジェクトの成果を共有する 

産学交流イベントを開催した。 

 

【図 18－１】「北の専門高校 ONE-TEAMフェスタ」レポート（１ページ目／全２ページ） 
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【図 18－２】「北の専門高校 ONE-TEAMフェスタ」レポート（２ページ目／全２ページ） 
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(2) 刊行物 

  ア ONE-TEAMニュース 

本事業の取組や専門高校における産学連携の好事例のほか、各種イベントやセミナーな 

   どの情報を掲載し、専門高校や産業界等に広く発信した。（令和７年度は 11回発行） 

産業界関係者からは「専門高校の取組を知ることができるので発行が楽しみ」、高校教 

員からは「産学連携の参考となる情報を知ることができる」などの声が複数寄せられた。 

イ リーフレット「北海道の専門高校が開催する学習成果発表会を紹介します」 

       専門高校の概要、各学科の学習成果発表会（競技大会、販売会、実習船体験航海等）に 

ついて紹介するリーフレットを作成し、全道の中学校に配付した。（47ページを参照） 

ウ 専門高校魅力発見ガイド 

       中学生やその保護者、中学校教員の専門高校に関する理解を深めるため、７つの職業学

科の学習内容や進路先を小学科のカテゴリー別に紹介するガイドブックを制作し、全道の

中学校に配付するとともに道教委のウェブページに掲載した。（49ページを参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ おしごとガイドブック～2025年度版～ 

     専門高校が取り組んでいる「縦」と「横」のつながりにスポットを当てたガイドブック

を制作し、道内の中学校１、２年生（約 75,000名）及び高校１、２年生（約 45,000名）

に配付した。（75 ページを参照） 

 

【ガイドブックの主な内容】 

▶ 産学連携コーディネーターから中高生へのメッセージ 

▶ 先端技術を活用した産業分野で活躍する専門高校卒業生の仕事内容や、やりがい 

＜掲載分野＞ 

スマート農業、スマート水産業、半導体関連産業、航空業界、データセンター、 

建設 DX、医療、福祉、食産業 

▶ 専門高校と地域の企業が連携した取組 

▶ 学科の垣根を越えた専門高校同士が連携した取組 

▶ 専門高校と小学校が連携した取組 

▶ （中学生版のみ）産学連携コーディネーターと専門高校生３名の対談 

▶ （高校生版のみ）北海道の未来と地域を支える人材育成の取組 

   

オ 産業実務家教員リスト 2.0 

謝金等が不要で専門高校への出前授業や現場見学の受入れなどが可能な職業人をまとめ 

   た「産業実務家教員リスト」（令和６年度作成）の募集を継続し、アップデート版として 

作成し、全道の専門高校に配付した。（85 ページを参照） 

［リスト掲載数］令和６年度：36事業所等、令和７年度：52事業所等 

 
中学生の 

進路選択 

【図 19】中学生の進路選択における相関図（イメージ） 
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【図 20－１】ONE-TEAMニュース第１号（１ページ目／全２ページ） 
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【図 20－２】ONE-TEAMニュース第１号（２ページ目／全２ページ） 
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【図 21－１】ONE-TEAMニュース第２号（１ページ目／全２ページ） 

27



  
【図 21－２】ONE-TEAMニュース第２号（２ページ目／全２ページ） 
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【図 22－１】ONE-TEAMニュース第３号（１ページ目／全２ページ） 
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【図 22－２】ONE-TEAMニュース第３号（２ページ目／全２ページ） 
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【図 23－１】ONE-TEAMニュース第４号（１ページ目／全２ページ） 
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【図 23－２】ONE-TEAMニュース第４号（２ページ目／全２ページ） 

32



  
【図 24－１】ONE-TEAMニュース第５号（１ページ目／全２ページ） 
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【図 24－２】ONE-TEAMニュース第５号（２ページ目／全２ページ） 
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【図 25－１】ONE-TEAMニュース第６号（１ページ目／全２ページ） 
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【図 25－２】ONE-TEAMニュース第６号（２ページ目／全２ページ） 
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【図 26－１】ONE-TEAMニュース第７号（１ページ目／全２ページ） 
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【図 26－２】ONE-TEAMニュース第７号（２ページ目／全２ページ） 
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【図 27－１】ONE-TEAMニュース第８号（１ページ目／全２ページ） 
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【図 27－２】ONE-TEAMニュース第８号（２ページ目／全２ページ） 
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【図 28－１】ONE-TEAMニュース第９号（１ページ目／全２ページ） 
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【図 28－２】ONE-TEAMニュース第９号（２ページ目／全２ページ） 
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【図 29－１】ONE-TEAMニュース第 10号（１ページ目／全２ページ） 
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【図 29－２】ONE-TEAMニュース第 10号（２ページ目／全２ページ） 
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【図 30－１】ONE-TEAMニュース第 11号（１ページ目／全２ページ） 
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 【図 30－２】ONE-TEAMニュース第 11号（２ページ目／全２ページ） 
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 【図 31－１】リーフレット「北海道の専門高校が開催する学習成果発表会を紹介します」

（１ページ目／全２ページ） 
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 【図 31－２】リーフレット「北海道の専門高校が開催する学習成果発表会を紹介します」

（２ページ目／全２ページ） 
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【図 32－１】専門高校魅力発見ガイド（１ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－２】専門高校魅力発見ガイド（２ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－３】専門高校魅力発見ガイド（３ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－４】専門高校魅力発見ガイド（４ページ目／全 26ページ） 

52



  

【図 32－５】専門高校魅力発見ガイド（５ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－６】専門高校魅力発見ガイド（６ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－７】専門高校魅力発見ガイド（７ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－８】専門高校魅力発見ガイド（８ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－９】専門高校魅力発見ガイド（９ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－10】専門高校魅力発見ガイド（10ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－11】専門高校魅力発見ガイド（11ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－12】専門高校魅力発見ガイド（12ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－13】専門高校魅力発見ガイド（13ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－14】専門高校魅力発見ガイド（14ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－15】専門高校魅力発見ガイド（15ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－16】専門高校魅力発見ガイド（16ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－17】専門高校魅力発見ガイド（17ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－18】専門高校魅力発見ガイド（18ページ目／全 26ページ） 

66



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 32－19】専門高校魅力発見ガイド（19ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－20】専門高校魅力発見ガイド（20ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－21】専門高校魅力発見ガイド（21ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－22】専門高校魅力発見ガイド（22ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－23】専門高校魅力発見ガイド（23ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－24】専門高校魅力発見ガイド（24ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－25】専門高校魅力発見ガイド（25ページ目／全 26ページ） 
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【図 32－26】専門高校魅力発見ガイド（26ページ目／全 26ページ） 
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【図 33－１】おしごとガイドブック～2025年度版～［中学生版］（１ページ目／全８ページ） 
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 【図 33－２】おしごとガイドブック～2025年度版～［中学生版］（２ページ目／全８ページ） 
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 【図 33－３】おしごとガイドブック～2025年度版～［中学生版］（３ページ目／全８ページ） 
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【図 33－４】おしごとガイドブック～2025年度版～［中学生版］（４ページ目／全８ページ） 
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 【図 33－５】おしごとガイドブック～2025年度版～［中学生版］（５ページ目／全８ページ） 
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 【図 33－６】おしごとガイドブック～2025年度版～［中学生版］（６ページ目／全８ページ） 
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 【図 33－７】おしごとガイドブック～2025年度版～［中学生版］（７ページ目／全８ページ） 
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 【図 33－８】おしごとガイドブック～2025年度版～［中学生版］（８ページ目／全８ページ） 
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【図 34－１】おしごとガイドブック～2025年度版～［高校生版］（表紙） 

※裏表紙以外は、中学生版と同一の内容であるため掲載を省略している。 
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【図 34－２】おしごとガイドブック～2025年度版～［高校生版］（裏表紙） 
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   【図 35】産業実務家教員の募集チラシ 
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【図 36－１】産業実務家教員リスト 2.0（表紙） 

【図 36－２】産業実務家教員リスト 2.0（目次） 
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 【図 36－３】産業実務家教員リスト 2.0（リストの活用例） 

【図 36－４】産業実務家教員リスト 2.0 

※個人情報保護のため、リストの様式のみ掲載している。 
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(3）生徒を対象とした新たな産業や技術革新に対応した取組 

ア 半導体に関する出前授業等 

     道経済部と連携し、大学教授や企業の技術者等を講師とした半導体に関する出前授業を

高校 27校で実施した。また、地域の半導体関連企業や自治体と連携し、半導体に関するイ

ベント「苫工半導体展」を開催している苫小牧工業高校の取組について、専門高校や産 

業界に好事例として広く周知した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 洋上風力発電に関する出前授業・見学バスツアー 

道経済部と連携し、メンテナンス等の人材育成・確保に資する取組として、工業高校等 

を対象に、オンラインを併用した出前授業とバスツアーを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

出前授業の様子（札幌琴似工業高校定時制） 

「苫工半導体展」チラシ（左）と当日の様子 

出前授業（札幌工業高校）      見学バスツアー（小樽未来創造高校） 
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(4) 各種セミナー 

産業構造の変化に対応した指導の充実を図ることなどを目的に、関係機関等と連携し、教 

員や産業界関係者等を対象とした各種セミナーを開催した。 

  ア 半導体実践セミナー2025［令和７年８月４日（月）～６日（水）開催］ 

 工業科における半導体分野の指導の充実を図るため、北海道半導体人材育成等推進協議 

会（事務局：北海道経済産業局、公益財団法人北海道科学技術総合振興センター）、技術 

研究組合最先端半導体技術センターと連携し、参集形式により３日間の日程で開催した。 

  

【図 37】チラシ（半導体実践セミナー2025） 
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 【図 38－１】「半導体実践セミナー2025」セミナーレポート（１ページ目／全２ページ） 
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 【図 38－２】「半導体実践セミナー2025」セミナーレポート（２ページ目／全２ページ） 
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イ 建設 DX理解促進セミナー［令和７年８月８日（金）開催］ 

    道建設部と連携し、中学校や高校の教員等が、DX化が進む建設業に関する理解を深める 

ことを目的にオンラインで開催した。 

【図 39】「建設 DX理解促進セミナー」セミナーレポート 
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ウ 洋上風力発電理解促進セミナー［令和７年 10月３日（金）開催］ 

    大学等と連携し、高校教員等が洋上風力発電に関する理解を深め、洋上風力発電に関す 

る人材育成の取組を推進することを目的にオンラインで開催した。 

【図 40】「洋上風力発電理解促進セミナー」セミナーレポート 
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エ 観光産業理解促進セミナー［令和７年 10 月 28日（火）開催］ 

  関係機関等と連携し、高校教員等が観光産業に関する理解を深め、高校と産業界等が一 

体となった観光産業を担う人材育成を推進することを目的にオンラインで開催した。 

【図 41】「観光産業理解促進セミナー」セミナーレポート 
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オ スマート農林水産業理解促進セミナー［令和８年１月 20日（火）開催］ 

  大学等と連携し、高校及び中学校の教員や中高生の保護者等が、スマート農林水産業に 

関する理解を深めるとともに、農林水産業の価値や魅力を発見することを目的にオンライ

ンで開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 42】「スマート農林水産業理解促進セミナー」セミナーレポート 
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(5) ONE-TEAMコミッティ（事業運営委員会） 

   産学連携コーディネーターを含む有識者 11名（委員名簿は 97ページに掲載）で構成し、

参集形式により、年３回の会議を開催した。本プロジェクトの円滑な推進に向けて、専門高

校の視察や産学連携に関する協議を行い、専門的見地から指導・助言をいただいた。 

 

 ［第１回（６月）］会場：札幌国際情報高校 

  【主な内容】 

▶ 令和６年度の成果と課題 

▶ 令和７年度事業計画の具体的な検討等 

▶ 実習等の視察 

  

 

 

        

協議の様子             実習を視察する様子 

 

［第２回（10月）］会場：江別高校 

  【主な内容】 

▶ 事業２年目の中間報告、各種イベント等の検討 

▶ 実習等の視察 

 

［第３回（２月）］会場：北海道立道民活動センター 

  【主な内容】 

▶ 研究成果と課題の検証 

▶ 次年度以降の取組 

 

 

             

協議の様子（第２回）          協議の様子（第３回）  

96



 

 

 ONE-TEAM コミッティ委員による助言の内容   

※第３回 ONE-TEAM コミッティにおける委員の発言から一部抜粋 

 

＜本事業における成果＞ 

  ○ 各種イベントに参加した生徒にとっては、大きな自信につながった。 

  ○ 生徒たちは産学連携による学びを通して、「専門高校での学びを深めるほど、進路の可能 

性が広がる」ということを理解できていた。 

  ○ 本プロジェクトの取組を通して、生徒たちは、専門分野の学びの広がりを知ることがで 

きていた。また、企業側も産学連携によって、様々な専門性やスキルをもった人たちとつ 

ながる機会になった。 

  ○ 異なる分野との産学連携や、学科の垣根を越えた専門高校間の連携が数多く見られた。 

○ 学校と産業界が「一緒に人を育てる」という意識をもつきっかけとなった。 

 

＜課題・今後に向けた取組＞ 

 ○ 専門高校の学びが「進路を狭めるものではなく、可能性を広げるもの」であることを発 

信し続けるする必要がある。 

  ○ 産業実務家教員リストは、活用方法や打合せのノウハウなどを具体的に記載することに 

   より、現場の教員が活用しやすくなる。 

 

令和７年度 ONE-TEAM コミッティ委員名簿 

氏名 所属・職 役割 

月館 海斗 株式会社すみか・代表取締役 産学連携コーディネーター 

岡部 善平 小樽商科大学・教授  

百瀬 康弘 北海道経済連合会・常務理事  

和田 順子 
旭川市立大学・新学部設置準備室特命准教授 

株式会社エム・ケー・プロジェクト・代表取締役 
 

齊藤  潔 
北海道農政部生産振興局技術普及課 

・首席普及指導員 
 

矢野 伸一 
北海道経済部 AI・DX推進局 DX推進課 

・スタートアップ担当課長兼 AI 推進担当課長 
 

桑名 真人 一般社団法人北海道農産協会・てん菜部長  

亀山 喜明 北海道小樽水産高等学校・校長 道央拠点校 

鈴木 康礼 北海道室蘭工業高等学校・校長 道南拠点校 

池田  隆 北海道旭川商業高等学校・校長 道北拠点校 

室伏  諭 北海道更別農業高等学校・校長 道東拠点校 
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４ 拠点校アンケート結果 

文部科学省の委託業者を通じて、拠点校４校の生徒や教員を対象としたアンケート調査を実

施した。アンケートの主な結果は次のとおりである。 

［調査期間］令和７年 10月 31日（金）から令和７年 12月 10日（水） 

 

  生徒（回答者数：190名） ※学年の内訳：１学年 61名、２学年 120名、３学年９名 

設問１ 今年度、学校での授業や実習の中で、企業や地域の人が講義をしたり、手伝ったり 

したことは、どれぐらいありましたか。【１つのみ選択】  

 

 

 

 

 

設問２ 今年度、学校行事やイベント（授業や実習以外）で、企業や地域の人が話をしたり 

一緒に活動したりしたことは、どれぐらいありましたか。【１つのみ選択】  

 

 

 

 

 

設問３ 今年度、企業や地域の人が関わっている課題研究やグループワークに参加した経験 

はありますか。【１つのみ選択】  

 

  

 

設問４ 今年度、企業や地域の施設を訪問する活動（見学やインターンシップなど）に参加 

した経験はありますか。【１つのみ選択】  

 

 

 

設問５ 企業や地域の人が提供した学びの機会（授業・実習・イベント等）は、自分の興味 

関心に合っていましたか。【１つのみ選択】  

 

 

 

 

 

項　目 回答数 回答者数に対する割合

１ 一度もない 25 13%

２ 月１回未満 120 63%

３ 月１回から週１回の間 40 21%

４ 週１回以上 5 3%

項　目 回答数 回答者数に対する割合

１ 一度もない 64 34%

２ 月１回未満 101 53%

３ 月１回から週１回の間 23 12%

４ 週１回以上 2 1%

項　目 回答数 回答者数に対する割合

１ 参加したことがある 69 36%

２ 参加したことはない 121 64%

項　目 回答数 回答者数に対する割合

１ 参加したことがある 152 80%

２ 参加したことはない 38 20%

項　目 回答数 回答者数に対する割合

１ そう思う 43 23%

２ どちらかといえばそう思う 117 62%

３ どちらかといえばそう思わない 27 14%

４ そう思わない 3 2%
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設問６ 企業や地域の人が提供した学びの機会（授業・実習・イベント等）からは、大人た 

ちの熱意が伝わってきましたか。【１つのみ選択】  

 

 

 

 

 

設問７ 企業や地域社会の方から学ぶ授業や実習等に取り組んでみて、あなたの考えについ 

て、最もあてはまるものを一つ選んでください。【それぞれについて４段階で回答】  

 

設問８ 企業や地域社会の方から学ぶ授業や実習等について、どのように感じていますか。 

（印象に残ったこと、その時に感じたことなどを書いてください）【自由記述】 

   ＜190名の回答から一部を抜粋＞ 

○ 会社の方々の熱意がとても伝わってきた。 

○ 「こういうことをする企業なんだな」と感じた。将来のことについても、ある程度 

イメージが湧いた。 

○ 自分たちの行動で、少しでも地域がよくなっていけばいいと思った。 

○ 高価な機器を扱うことができて、貴重な経験になった。 

○ もっと話を聞いてみたいと思った。 

○ 皆さんすごくニコニコしていて楽しそうだった。 

項　目 回答数 回答者数に対する割合

１ そう思う 43 23%

２ どちらかといえばそう思う 117 62%

３ どちらかといえばそう思わない 27 14%

４ そう思わない 3 2%
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○ 自分は高校に入学する前から卒業後の進路を決めていたけど、企業の方からの話を 

聞いて、魅力を感じた職業や、興味をもったことが多くあったから、まだ進路を決め 

ていない人にとっては有り難く、よい機会だと思った。 

○ 普段の授業では体験できないことが数多くできて、たくさんの経験ができた。 

○ 自分にとってはあまり興味がなかったことでも、話を聞いてる間に興味が湧いてき 

 て真剣に話を聞くことができ、たくさんのことを学べた。 

○ 普段学校では教えてくれないことや覚えておくべきことを話してくれるおかげで、 

いろいろ考えをもつことができた。 

    ○ どの企業でも人材育成や社内の雰囲気づくりを徹底されていて、働きやすそうだな 

と思った。 

○ 「卒業後には自分もこんなことをやっているのかな」と、自分と企業の方を重ねて 

みれた。 

○ 企業の方の話を聞いて、専門高校で学ぶ自分には将来性があることを実感した。 

○ 働く上では高校で習う知識が必須だと感じたので、今後の勉強を頑張るべきだと思 

った。 

    ○ 企業の方が積極的に動いており、若者に対する期待や熱意が特に印象に残った。 

○ 就職することや働くことについて学べる機会をもらえてよかった。 

○ 人生の先輩に話をしてもらって、自分が働くために必要なことを学べて、とてもた 

めになった。 

○ 将来の夢を叶えられるように資格や技術を身に付け、社会でいろいろな人の役に立 

てるように努力していきたい。 

○ 企業の人に授業をしてもらった時に、「将来役に立つかもしれないことを教わって 

いるんだな」と実感できて嬉しかった。 

○ 普段の授業でなんとなく分かっていても、詳しく教わっていないことや、やってい 

ないことに視点を置いてくれたおかげで、未知の部分に触れることができた。また、 

地域と関連付けた学習だったため理解も早まったし、未知だったからこそ浮かび上が 

る疑問も、企業の方々が答えてくれるので、楽しんで取り組むことができた。 

○ インターンシップを通して、今後の目標や夢を明確にすることができた。 

○ 自分が思っている以上にいろいろな進路があると分かった。 

○ 日本を支える産業や物流などの根幹を知ることができ、とてもよかった。 

    ○ いろいろな企業があって、どの企業もお客様のことを考えていると思った。 
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   職業に関する教科を担当する教員（回答者数：24名）  

設問１ 学校が産学連携に取り組む必要性を、あなたは十分に理解していると思いますか。 

【１つのみ選択】  

 

 

 

 

 

 

設問２ 産学連携の取組が、学校の目標に合っていると思いますか。【１つのみ選択】  

 

 

 

 

 

 

設問３ 産学連携の取組における生徒の状況について、あなたの考えに当てはまるものを選

んでください。【それぞれについて４段階で回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項　目 回答数 回答者数に対する割合

１ そう思う 11 46%

２ どちらかといえばそう思う 11 46%

３ どちらかといえばそう思わない 1 4%

４ そう思わない 1 4%

回答者数：24名

項　目 回答数 回答者数に対する割合

１ そう思う 11 46%

２ どちらかといえばそう思う 12 50%

３ どちらかといえばそう思わない 0 0%

４ そう思わない 1 4%

回答者数：24名
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設問４ あなたは、地域の産業や企業について理解していると思いますか。 

【１つのみ選択】  

 

 

 

 

 

 

設問５ あなたは、生徒の関心に合った学習の機会を提供できていると思いますか。 

【１つのみ選択】  

 

 

 

 

 

 

設問６ 産学連携の取組について、あなたの考えを教えてください。 

【それぞれについて４段階で回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項　目 回答数 回答者数に対する割合

１ そう思う 7 29%

２ どちらかといえばそう思う 16 67%

３ どちらかといえばそう思わない 1 4%

４ そう思わない 0 0%

回答者数：24名

項　目 回答数 回答者数に対する割合

１ そう思う 4 17%

２ どちらかといえばそう思う 14 58%

３ どちらかといえばそう思わない 6 25%

４ そう思わない 0 0%

回答者数：24名
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５ 成果指標 

  

 

 

 

 

 

 

※令和７年度の実績値は令和８年５月に集計予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和７年度の実績値は令和８年５月に集計予定 

 

【指標①】 

 コンソーシアムの構築や産業実務家教員による指導の教育課程への位置付けなど、 

産業界との連携・協働体制を組織的に構築できている専門高校の割合 

（対象）道立の専門高校（56 校） 

【指標②】 

 産業界の有識者を招いた協議等の機会を設けて、地域の人的・物的資源を活用しなが 

ら教育活動を行っている専門高校の割合 

（対象）道立の専門高校のうち、農業科・工業科・商業科・水産科（54校） 
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６ 「マイスター・ハイスクール事業」企画評価会議委員による講評 

  マイスター・ハイスクール事業及びマイスター・ハイスクール普及促進事業に取り組む教育 

委員会等の関係者を対象として、事業の成果等を発信する成果発表会が、令和８年１月 30 日 

（金）に東京都内で開催された。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それぞれの発表後には、「マイスター・ハイスクール事業」企画評価会議委員による講評の時間 

が設けられており、ここでは、北海道教育委員会の発表に対する講評のうち、主な内容について 

紹介する。 

 

 １ 取組についての評価  

○ 北の専門高校 ONEーTEAMプロジェクトにおいて企画した様々なイベントや事業を通して

産学連携を図っている。 

○ 広大な北海道において各地の企業と専門高校のネットワークを構築するために、４つの

拠点校への重点的支援や産業教員実務家リストの活用を図っている。特に「学校と産業界

が一緒に人を育てていく」という意識の醸成に意を配していることから、今後のより密度

の濃い産学連携の構築が期待される。 

○ 北の専門高校 ONE-TEAMプロジェクトでは、趣旨として掲げられている「横と縦のつな

がり」を基盤に、明確なゴールイメージが設定され、それに対応した活動内容と評価指標

（KPI）が適切に構築されていた。そのため、取組全体に一貫性があり、方向性がぶれる

ことなく着実に進められていた点が高く評価できる。 

【図 43－１】成果発表会チラシ 【図 43－２】発表スライド（表紙） 
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○ 専門高校と産業界をつなぐ在り方について、多面的・多角的な視点から工夫された連携 

のアイデアが随所に見られ、学校と産業界の双方にとって意義のある関係づくりが行われ 

ていた。特に、産学連携コーディネーターである月館氏の継続的な活動により、人的ネッ

トワークが大きく広がったことは、本プロジェクトの重要な成果の一つであると考えられ

る。 

○ 北海道が抱える経済界の課題である半導体、洋上風力発電、六次産業化などに関連する

職業への理解を深めるとともに、現場で指導に当たる教員が抱える課題にも目を向けて、

様々な角度から問いを設定していた点が特徴的であった。 

○ オンラインと参集のイベントを効果的に組み合わせることで、多様な立場の関係者が参

加しやすい環境が整えられており、取組の質を高める工夫がなされていた。加えて、学校

の経営層にあたる管理職間の交流を促進するとともに、北海道産業教育審議会との方向性

の共有を図ることで、取組を支える基盤が丁寧に整備されていた。こうした重層的な連携

により、プロジェクト全体の安定性と実効性が高められており、今後の継承や発展にも大

いに期待がもてる取組である。 

○ 専門高校ユナイテッドなど、道県を超えての取組も素晴らしい。 

 

 ２ 今後の課題と考えられること  

○ これまでに培ったマイスター・ハイスクール普及促進事業における経験、ノウハウを今 

後のネクストハイスクール構想に活かしていくためには、産学連携の更なる充実が求めら

れる。具体的には、こうした事業によって生徒にどのような力が付いたのか、あるいはど

のような力が伸びなかったのかを定量的に把握し、その対応策を産学連携のプラットフォ

ームで協議、実践し、更にコーディネーターを活用した伴走支援による横展開を進めてい

く必要がある。その過程で普通科を含めた学科間、あるいは学校間の連携を更に強化して

いくことも重要になってくると思料される。 

○ 専門高校における取組は、農業、工業などを中心に、特色ある実践が数多く見られた一

方で、今後は看護、福祉といった分野においても、取組の更なる充実が期待される。これ

らの分野は、地域社会の基盤を支える重要な役割を担っており、専門高校における学びの

意義も大きいと考えられる。例えば、看護師や介護福祉士の人材確保は、北海道としても

重要な課題の一つであることから、学びの内容を一層充実させるとともに、今後の医療・

福祉分野の在り方を見据え、どのような資質・能力を備えた人材を育成していくことが求

められるのかについて、有識者や関係機関と意見交換を行う機会を設けることも有効であ

ると考えられる。 

○ こうした取組を通して、専門分野の学びを地域課題と結び付けながら深化させること 

で、生徒が将来の役割を具体的に思い描き、地域社会を支える担い手として成長していく 

ことが期待される。 

○ 産業実務家教員ミーティングの実施や、学校と産業で一緒に育てている感を作るという 

意識改革の取組に今後期待。 
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７ 成果概要図 

【図 44－１】令和７年度成果概要図（１ページ目／全３ページ） 
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【図 44－２】令和７年度成果概要図（２ページ目／全３ページ） 
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【図 44－３】令和７年度成果概要図（３ページ目／全３ページ） 
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８ 次年度以降の方向性 

  次年度以降、北海道教育委員会では、本プロジェクトで得たノウハウや、人と人とのつなが

りを生かし、次に示したとおり、サステナブルな産学連携を推進するとともに、専門高校の価

値や魅力を発信していくこととしている。 

 

 

  今後も、本プロジェクトで作成した産業実務家教員リストの更新を継続するとともに、専門

高校におけるリストの活用を一層促進することとしている。 

産業実務家教員リストには、出前授業や現場見学等を通じて、半導体などの先端技術につい 

て学べる企業を数多く掲載している。さらに、近隣の専門高校だけでなく、全道の専門高校を 

連携の対象としている企業も複数掲載している。（図 45を参照） 

今後も、こうした企業の情報や効果的な連携事例について、専門高校はもとより、広く産業

界にも発信していくこととしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 45】産業実務家教員リストの活用事例（ONE-TEAMニュース第６号に掲載） 

 

さらに、産業実務家教員の継続的な周知と確保に努めるとともに、サステナブルな産学連携 

の支援を行うこととしている。 

例えば、令和７年度に初開催した産業実務家教員ミーティング（オンライン）を継続して開

催し、企業側と学校側、それぞれから見た連携による成果の発表に加え、生徒や経済団体関係

者による発表などを行うことで、本プロジェクトで構築した人と人とのつながりを途切れさせ

ることなく、高校と産業界のサステナブルな連携を支援していくこととしている。 

また、ONE-TEAMニュースのように、高校教員と産業界関係者を対象にした通信の発行を継続 

するなどして、広く産学連携に資する情報発信を行うこととしている。 

１ 「産業実務家教員リスト」の活用を一層促進  
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  企業にとっては、インターンシップや現場見学会などの連携した取組によって、生徒にどの

ような変容が見られたのかを知ることで、今後の連携における参考とすることができるほか、

社員のモチベーション向上にもつながる。（図 46を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、学校と産業界等が人材育成の理念を共有し、コンソーシアムのような体制を構築する 

ことは、連携した取組が継続しやすく、持続可能な産学連携につながる。（図 47を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道教育委員会では、学校と産業界の「一緒に人を育てていく」という意識を醸成してい

くため、学校と産業界が対話や協働を通じて、こうした意識の下で連携しながら人材育成に取

り組んでいる事例を収集し、ONE-TEAM ニュースのような通信や各種会議等を通じて、広く普 

及・啓発していくこととしている。 

 

 

 

２ 学校と産業界が「一緒に人を育てていく」という意識を醸成 

【図 46】生徒の変容や感謝の想いを企業に伝えている事例（ONE-TEAMニュース第８号に掲載） 

【図 47】地域と学校が協働できる体制を構築している事例（ONE-TEAMニュース第８号に掲載） 

【図 48】産学連携において重要な視点 
（第 29期北海道産業教育審議会建議から引用） 
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  半導体や洋上風力発電に関する出前授業や見学会など、産業構造や働き方の変化に対応する

ために実施してきたこれまでの取組について、道の知事部局や関係機関との連携を継続し、オ

ンラインも活用しつつ、可能な範囲で継続して開催する。 

  また、教員を対象として実施してきた半導体などの新たな産業を理解する研修についても、

出前授業と同様、オンラインを活用しつつ、専門高校以外の教員も参加対象として、継続した

開催を検討している。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ONE-TEAMコミッティ（事業運営委員会）では、委員から「専門高校にこそ、広い将来の選択 

 肢がある点などについて、中学生やその保護者に発信することが有効である」との助言をいた 

だいた。 

こうした点を踏まえて、令和７年度に作成して全道の中学校に配付した「専門高校魅力発見

ガイド」を一層魅力的かつ効果的なものとするため、アップデートしていくこととしている。 

令和８年度にアップデートする内容としては、工業科を卒業して農業分野で働く卒業生の姿

など、自身の出身学科とは異なり、多様なキャリアで活躍している専門高校の卒業生を紹介す

ることとしている。 

  併せて、令和７年度に初開催した「専門高校魅力発見ミーティング」を継続して開催するこ

ととしており、一人でも多くの中学生やその保護者、中学校教員に参加してもらえるよう、中

学校長会等の協力を得ながら、効果的な周知に努めることとしている。 

 

 

 

３ 産業構造や働き方の変化に対応した取組 

【図 50】半導体に関する工業科教員研修 

（講師：北海道経済産業局職員） 
【図 49】洋上風力発電施設の見学バスツアー 

４ 専門高校がもつ魅力や可能性を発信 

【図 51】「専門高校魅力発見ミーティング」農業科のトークセッション 

（右上）在校生、（下）卒業生、（左上）産学連携コーディネーター 
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北海道通信（日刊教育版）令和８年１月 23日（金） 
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北海道通信（日刊教育版）令和８年２月 17日（火） 
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北海道通信（日刊教育版）令和８年２月 26日（木） 
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(2) 第 29期北海道産業教育審議会建議（概要版） 

（１ページ目／全４ページ） 
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 （２ページ目／全４ページ） 
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 （３ページ目／全４ページ） 
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 （４ページ目／全４ページ） 
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(3) 本プロジェクトに御協力いただいた事業所等並びに事務局一覧 

 

 建設 DX 理解促進セミナー（令和６年９月）     

 講演  

・荒井建設株式会社 

・一般社団法人建設ディレクター協会  

・ヤマグチ株式会社 

 

 産学連携シンポジウム（令和６年 11 月） 

 講演・パネルディスカッション  

・株式会社砂子組 

・国分北海道株式会社 

・北海道経済連合会 

 参加事業所等  

・石森電気工事株式会社 

・石屋製菓株式会社 

・伊藤組土建株式会社 

・Inquiry 合同会社 

・NTC コンサルタンツ株式会社 

・株式会社 NTT e-Drone Technology 

・遠軽舗道株式会社 

・株式会社大林組 

・片桐機械株式会社 

・学校法人片柳学園日本工学院北海道専門学校 

・金沢星稜大学 

・北土建設株式会社 

・草野作工株式会社 

・株式会社グリーンパワーインベストメント 

・国分北海道株式会社 

・coco スペース 

・株式会社サッポロドラッグストアー 

・株式会社砂子組 

・株式会社すみか 

・公益財団法人北海道科学技術総合振興センター 

・福井コンピュータ株式会社 

・株式会社 FUJI 

・株式会社ベネッセコーポレーション 

・北海道エア・ウォーター・アグリ株式会社 

・北海道経済部産業振興局次世代半導体戦略室 

・北海道経済連合会 

・北海道建設業協会 

・北海道建設部建設政策局建設管理課 

・株式会社北海道水工コンサルタンツ 

・北海道電気工事業工業組合 

・ホワイトパープル 

・まちのミライ 

・三ッ輪建設工業株式会社 

・山根土建株式会社 

・株式会社 LinC 

・株式会社レンタコム北海道 

 

 高校生チャレンジ in どさんこプラザ（令和６年 12 月） 

 連携事業所等  

・有限会社共済農場 

・株式会社合食函館第一工場 

・有限会社たばた商事 

・有限会社根室菓舎はやかわ 

・株式会社フタバ製麺 

・北海道エア・ウォーター・アグリ株式会社 

 

 ４Ｓサミット（令和７年１月） 

 講演  

・株式会社セイコーマート 

 

 半導体理解促進セミナー（令和７年１月） 

 講演  

・国立大学法人北海道大学 

・ミツミ電機株式会社 

 参加事業所等  

・株式会社アイエヌジー 

・株式会社アムコーテクノロジージャパン 

・公益財団法人北海道科学技術総合振興センター 

・公益社団法人北海道看護協会 

・国立大学法人北海道教育大学札幌校 

・株式会社北海道銀行 

・北海道経済連合会 

・北海道建設新聞社 

・北海道新聞社 

・吉田学園情報ビジネス専門学校 

 

 洋上風力発電理解促進セミナー（令和７年２月） 

 講演  

・国立大学法人長崎大学 

・日本海洋事業株式会社 

 参加事業所等  

・日本海洋事業株式会社 

・日本郵船株式会社 

・北海道経済部ゼロカーボン推進局ゼロカーボン産業課 

 

 観光産業理解促進セミナー（令和７年２月） 

 講演  

・一般社団法人小樽観光協会 

・公益社団法人北海道観光機構 
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 産学連携カンファレンス（令和７年２月） 

 講演・パネルディスカッション  

・札幌テレビ放送株式会社 

 参加事業所等  

・アクサ生命保険株式会社 

・荒井建設株式会社 

・勇建設株式会社 

・一般社団法人 Ezofrogs 

・一般社団法人札幌地方自動車整備振興会 

・一般社団法人北海道観光資源創造センター 

・一般社団法人北海道ビルダーズ協会 

・株式会社 NTT e-Drone Technology 

・国立大学法人北海道大学機構小樽商科大学 

・片桐機械株式会社 

・学校法人片柳学園日本工学院北海道専門学校 

・株式会社グリーンパワーインベストメント 

・公益社団法人北海道観光機構 

・国分北海道株式会社 

・札幌市建設局 

・札幌テレビ放送株式会社 

・札幌ボデー工業 

・株式会社砂子組 

・ソウルドアウト株式会社 

・ダイキン工業株式会社 

・株式会社滝川自工 

・道路工業株式会社 

・ニデック SV プローブ電子株式会社 

・日本郵船株式会社 

・日本旅行札幌支店 

・株式会社星野リゾート 

・北海道経済連合会 

・北海道コカ・コーラボトリング株式会社 

・北海道職業能力開発大学校 

・北海道武蔵女子大学 

・北海道旅客鉄道株式会社 

・株式会社ミツハシ北海道事業所 

・ミツミ電機株式会社 

・株式会社メガ・コミュニケーションズ 

・有限会社藤井牧場 

・有限会社松岡商事 

・雪印メグミルク株式会社 

・酪農学園大学 

・株式会社 LinC 

 

 

 

 

 

 

 おしごとガイドブック～2024 年度版～    

 協力事業所等  

・エア・ウォーター北海道株式会社 

・上磯郡漁業協同組合 

・株式会社砂子組 

・株式会社大歩 

・医療法人徳州会札幌東徳州会病院 

・ミツミ電機株式会社 

・株式会社ハニーズホールディングス 

・株式会社ホスピタリティオペレーションズ 

・株式会社北海電工 

・株式会社北海道興農社 

・社会福祉法人北海道友愛福祉会静苑ホーム 

・株式会社三星 

 

 産業実務家教員リスト（令和６年度）    

※令和６年度に登録いただいた事業所等 

・あすなろ道路株式会社 

・荒井建設株式会社 

・飯田建設株式会社 

・有限会社インテリアほりえ 

・上田ファーム株式会社 

・植村建設株式会社 

・梅津電気株式会社 

・株式会社 S.E エンジニア 

・株式会社 NTT e-Drone Technology 

・加藤建設株式会社 

・上磯郡漁業協同組合 

・株式会社キクザワ 

・医療法人社団久仁会 

・株式会社公清企業 

・斉藤井出建設株式会社 

・一般社団法人札幌地方自動車整備振興会 

・ジオテック株式会社 

・新谷建設株式会社 

・株式会社砂子組 

・株式会社豊富牛乳公社 

・西江建設株式会社 

・株式会社西村組 

・ニデック SV プローブ電子株式会社 

・日本甜菜製糖株式会社 

・丹羽建設株式会社 

・有限会社藤井牧場 

・株式会社藤田組 

・株式会社星野リゾート 

・北海道インテリア事業協同組合 

・北海道コカ・コーラボトリング株式会社 

・一般社団法人北海道ビルダーズ協会 

・北海道三菱自動車販売株式会社 

・MONO テク（道立高等技術専門学院８校） 

・弁護士法人森・濱田松本法律事務所 

・株式会社和秀 
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 専門高校魅力発見ガイド    

 協力事業所等  

・医療法人渓仁会介護医療院西円山病院 

・住友電工テクニカルソリューションズ株式会社 

・青函フェリー株式会社 

・日本通運株式会社 

・函館米穀株式会社 

・株式会社ハニーズホールディングス 

・北海道美唄聖華高等学校専攻科看護科 

・稚内禎心会病院 

 

 専門高校魅力発見ミーティング（令和７年７月）    

 協力事業所等  

・国立大学法人北海道大学機構小樽商科大学 

・医療法人渓仁会介護医療院西円山病院 

・光塩学園女子短期大学 

・医療法人徳洲会札幌東徳洲会病院 

・能登農場 

・株式会社北海電工 

・北海道函館水産高等学校 

 

 産学連携シンポジウム（令和７年７月）    

 講演・パネルディスカッション  

・帯広信用金庫 

・株式会社海洋探査 

・国分北海道株式会社 

・一般社団法人産学官創造ネットワーク 

・株式会社砂子組 

・ハラダ工業株式会社 

・室蘭市建設業協会 

・有限会社レイブプロジェクト 

 参加事業所等  

・旭川市立大学 

・市立旭川病院 

・荒井建設株式会社札幌支店 

・株式会社安西製作所 

・株式会社伊藤工業 

・北海道胆振総合振興局 

・植村建設株式会社 

・株式会社 NTT e-Drone Technology 

・大内建設株式会社 

・株式会社小澤建設 

・国立大学法人北海道大学機構小樽商科大学 

・帯広信用金庫 

・株式会社海洋探査 

・関西電力株式会社 

・木島建設株式会社 

・木下建設株式会社 

・栗林機工株式会社 

・KeHare 株式会社 C.O.C 

・建成ホーム株式会社 

・国分北海道株式会社 

・株式会社小林組・大基 

・三洋興熱株式会社 

・ジオテック株式会社 

・株式会社砂子組 

・株式会社成進 

・太平電機株式会社 

・髙堂建設株式会社 

・地崎道路株式会社 

・東海産業株式会社 

・十勝電気工事業協同組合 

・ニデック SV プローブ電子株式会社 

・日本郵船株式会社 

・函館どつく株式会社室蘭製作所 

・ハラダ工業株式会社 

・広尾町役場 

・株式会社福津組 

・弁護士法人 森・濱田松本法律事務所 

・北海道コカ・コーラボトリング株式会社 

・北海道エア・ウォーター・アグリ株式会社 

・北海道経済連合会 

・公益財団法人北海道中小企業総合支援センター 

・北海道パートナーズとかち 

・株式会社北海道博報堂 

・北海道武蔵女子大学 

・株式会社ミツハシ北海道事業所 

・室蘭市 

・室蘭市建設業協会 

・公益財団法人室蘭テクノセンター 

・株式会社メイセイ 

・株式会社山田組 

・有限会社レイブプロジェクト 

・株式会社若佐組 
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 半導体実践セミナー2025（令和７年８月）    

 共催  

・国立大学法人北海道大学 

・北海道半導体人材育成等推進協議会 

・技術研究組合最先端半導体技術センター 

 協力  

・株式会社産業タイムズ社 

・ミツミ電機株式会社 

・Rapidus 株式会社 

・北海道経済部 AI・DX 推進局次世代半導体戦略室 

 講演  

・株式会社産業タイムズ社 

・北海道経済産業局 

・公益財団法人北海道科学技術総合振興センター 

・国立大学法人北海道大学 

・ミツミ電機株式会社 

・Rapidus 株式会社 
 

 建設 DX 理解促進セミナー（令和７年８月） 

 講演  

・株式会社砂子組 

・ハラダ工業株式会社 

 参加事業所等  

・株式会社砂子組 

・地崎道路株式会社 

・日本技術士会北海道本部 

・ハラダ工業株式会社 
 

 洋上風力発電理解促進セミナー（令和７年 10 月） 

 共催  

・北海道経済部 GX 推進局 GX 推進課 

 講演  

・DENZAI 株式会社 

・国立大学法人北海道大学 

 参加事業所等  

・秋田県産業労働部  

・日本郵船株式会社 

・北海道経済部 GX 推進局 GX 推進課 
 

 ONE-TEAM フォーラム（令和７年 10 月） 

 出前授業  

・株式会社海洋探査 

・北海道経済連合会 

・関西電力株式会社 

・株式会社星野リゾート 

・有限会社レイブプロジェクト 

 参加事業所等  

・旭川市経済部経済総務課 

・ISHIYA グループ株式会社 150F プランニング 

・株式会社伊藤工業 

・北海道胆振総合振興局 

・植村建設株式会社 

・株式会社 NTT e-Drone Technology 

・国立大学法人北海道大学機構小樽商科大学 

・帯広信用金庫 

・学校法人片柳学園日本工学院北海道専門学校 

・株式会社金田自動車 

・関西電力株式会社 

・KeHare 株式会社 C.O.C 

・国分北海道株式会社 

・株式会社小杉商店 

・株式会社コンストラクションサポート藤井 

・近藤工業株式会社 

・社会福祉法人更別村社会福祉協議会 

・三和シヤッター工業株式会社 

・ジオテック株式会社 

・髙堂建設株式会社 

・株式会社滝川自工 

・東海産業株式会社 

・株式会社トートー事務機 

・ニデック SV プローブ電子株式会社 

・東しゃこたん漁業協同組合 

・株式会社ヒト・コミュニケーションズ 

・富士建設株式会社 

・株式会社星野リゾート 

・公益社団法人北海道観光機構 

・北海道観光人材発掘事業事務局 

・北海道経済連合会 

・北海道武蔵女子大学 

・マジカルヒューマンテクノロジー株式会社 

・三菱マヒンドラ農機株式会社 

・室蘭市建設業協会 

・株式会社メイセイ 

・有限会社レイブプロジェクト 

・株式会社ワンダースタイルズ 
 

 観光産業理解促進セミナー（令和７年 10 月） 

 講演  

・公益社団法人日本観光振興協会 

 参加事業所等  

・国立教育政策研究所 

・事業構想大学院大学 
 

 高校生チャレンジ in どさんこプラザ（令和７年 12 月） 

 連携事業所等  

・株式会社合食函館第一工場 

・有限会社たばた商事 

・千歳市観光協会 

・有限会社浜田旅館 

・北海道エア・ウォーター・アグリ株式会社 

・株式会社野菜田 
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 産業実務家教員ミーティング（令和８年１月） 

 講演  

・ニデック SV プローブ電子株式会社 

・北海道武蔵女子大学 

 

 スマート農林水産業理解促進セミナー（令和８年１月）  

 講演  

・国立大学法人北海道国立大学機構帯広畜産大学  

・株式会社大歩 

 参加事業所等  

・株式会社 NTT e-Drone Technology 

・株式会社グリーンパワーインベストメント 

・株式会社大歩 

 

 北の専門高校 ONE-TEAM フェスタ（令和８年２月） 

 講演  

・株式会社 LAUGH GROUP 

 参加事業所等  

・あすなろ道路株式会社 

・荒井建設株式会社札幌支店 

・ISHIYA グループ株式会社 150F プランニング 

・株式会社いろはなケアサービス 

・王子製紙株式会社苫小牧工場 

・株式会社海洋探査 

・関西電力株式会社 

・株式会社グリーンパワーインベストメント 

・王子コンテナー株式会社札幌工場 

・国分北海道株式会社 

・白鳥建設工業株式会社 

・株式会社すみか 

・ダイキン HVAC ソリューション北海道株式会社 

・ダイキン工業株式会社 

・株式会社滝川自工 

・株式会社道新サービスセンター 

・戸田建設株式会社 

・ニデック SV プローブ電子株式会社 

・野口観光株式会社 

・福島建設工業株式会社 

・株式会社星野リゾート 

・公益社団法人北海道観光機構 

・北海道経済部観光局観光振興課 

・北海道経済部 AI・DX 推進局 

・北海道経済連合会 

・北海道武蔵女子大学 

・北海道 LIXIL 製作所 

・有限会社松岡商事 

・株式会社ミツハシ北海道事業所 

・雪印メグミルク株式会社 

 

 おしごとガイドブック～2025 年度版～  

 協力事業所等  

・株式会社エコニクス 

・レストランオリヴィオ 

・医療法人渓仁会西円山病院介護医療院 

・ダイキン工業株式会社 

・株式会社高橋組 

・株式会社デンソー北海道 

・東海農場 

・日本通運株式会社 

・ビットスター株式会社 

・市立稚内病院 

 

 産業実務家教員リスト 2.0  

※令和７年度に新たに登録いただいた事業所等 

・株式会社上田組 

・一般社団法人小樽観光協会 

・合同会社小野農園 

・学校法人片柳学園日本工学院北海道専門学校 

・ケイセイマサキ建設株式会社 

・国分北海道株式会社 

・株式会社近藤組 

・Sweets GUPPY 

・月形黒毛和牛母牛研究会 

・東海産業株式会社 

・戸田建設株式会社札幌利友会 

・野口観光株式会社 

・ハラダ工業株式会社 

・ファームエイジ株式会社 

・北海道電気技術サービス株式会社 

・株式会社ロジネットジャパン 
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「北の専門高校 ONE-TEAMプロジェクト」事務局 

 

No 所 属 役 職 氏 名 

１ 北海道教育庁学校教育局 指導担当局長 山城 宏一 

２ 北海道教育庁学校教育局高校教育課 課長 髙田 安利 

３ 北海道教育庁学校教育局高校教育課 
課長補佐 

（キャリア教育指導） 
石田  暁 

４ 北海道教育庁学校教育局高校教育課 キャリア教育指導係長 藤田 朋軌 

５ 北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係 主査  林  永理 

６ 北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係 指導主事  星澤 克幸 

７ 北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係 主任指導主事  北堀 智隆 

８ 北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係 指導主事  石田 康幸 

９ 北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係 主事  佐藤 春菜 

10 北海道教育庁学校教育局高校教育課 産学連携コーディネーター 月館 海斗 

※令和７年度の運営者のみ記載している 
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マイスター・ハイスクール普及促進事業 

「北の専門高校 ONE-TEAMプロジェクト」 

令和７年度（2025年度）成果報告書 

 

北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係 

〒060-8544 北海道札幌市中央区北３条西７丁目  TEL 011-204-5705 

Webページ  https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/kki/sangyo_top.html  


